
　組合HPのブログ「木材よもやま話」より転載しました。

工務店の親父＆大工の親方

　10年ほど前より、公共工事の設計図書の特記事項に【木材は地産材を使用する事】の書入れを、しばし

ば見るようになった。

地域の林業を守り、治水対策や温暖化対策に貢献するのが目的のようだ。

　設計図上の問合せ先に、その地域の森林組合の記載が有ったり、無くてもNet社会の現代なら、すぐ

にHPにたどり着く。

ためしに連絡すると奴さんたち、現場で使う材料のことは良く分かっている。

そして現金さえ準備すれば、すぐ売ってくれる。

値段は、誰にでもワンプライス！

　ここで、ふと考えた…。

いつも材木を買う、小売店や問屋はどこへ行った？

　後日、別件でゼネコンからの積算協力依頼があった。

また、同じ森林組合に問い合わせたら…

「オタクで問い合せは 3 件目」

「この物件は来月、入札だからネ」

「どこが受けても、うちしか納材できないヨ」

まったく良い商売だ！

　使う側の目線で、言わしてもらえば

生産量が少なくて、材料の選別も出来ねエ～。

仕事がしにくくて、仕方ねエ～。

　最近は、1 都 6 県公共工事で【産地指定】が大はやり。

自分の地域林業を守るのに、必死なのか？

だが！俺の出身は、秋田だ！

人口が減ってく地方では、たくさんの建物は建たない。

一大消費地の首都圏で、木材を使ってくれなきゃ

俺の地元の、地方の林業はどうなるんだ？

了

木材の「地産地消」について

今月の読み物

─ 20 ─



＊月報編集部は、投稿された組合員に本音トークと補足説明をお願い致しました。

　納材問屋の立場で言わせていただけば…。

お得意様である、木工事施工店が森林組合と直接取引をするのは稀です。

理由は、材料の選別・造作加工・現場搬入・前納代金の問題から諦めるようですが、ブログでも書いた

ように出荷元は流通販売の理解が乏しくワンプライスで値段を開示しています。

　これは、施主に対しても同じなのでゼネコン・工事店・納材問屋も利益マージンを開示して値段を決

めて行きます。

　結局、うま味の無い「誰も使いたくない材料」となっているのが本当のところ…。

　当社においても品質・物量・価格、そして何よりも大事な瑕疵対応に悪戦苦闘中！

　今まで産地指定が無い物件では、用途にあった良材を同じ東京木材問屋協同組合の仲間である仕入先

のご協力で納材していましたから、微力ながらも木材流通に貢献できていたと思うのです。

　木材利用の促進は、官公庁の強力な施策と指導の賜物です。

公共工事物件において、その使用量が格段に増えていることを実感しています。

民間工事物件では、一に施工コストが重要になるため木材利用はまだまだ…。不燃化して木材を使うぐ

らいなら、アルミ基材に木調シート貼りが現実です。

　その木材消費量が一番多い公共工事物件で、材料の囲い込みが起きており、地方の産地や既存の流通

販売業者が蚊帳の外となっているこの状況には問題が多いと考えます。

東京都産材から始まった産地指定は、近県の神奈川・埼玉・千葉へと広がりを見せ、その指定量も増加

の一途をたどっています。

　一大消費地の首都圏は日本全体のことを考え、せめて「国産材指定」程度にとどめる事と、用途に合わ

せた良質材が「外国産材」にも多いことを改めて考えて頂きたく、一材木屋の意見として書かせて頂きま

した。

【参考一例】

東京都　　　警視庁大橋庁舎　　　　　　桧造作材・縁甲板

神奈川県　　大津行政センター　　　　　杉下地材・桧造作材

埼玉県　　　休暇村奥武蔵宿泊棟　　　　杉造作材

千葉県　　　流山市立江戸川台幼稚園　　杉羽目板

茨城県　　　工業技術センターIoT　　 　杉羽目板　

＊「地産地消」という言葉は、最近ずいぶん定着してきました。木材業界における「地産地消」について組

合員の皆さまと考えてみたいと思います。「地産地消」についてご意見等のある方は是非ご寄稿くださ

い。掲載は匿名と致します。

（月報委員会）
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埼玉県産　杉羽目板

千葉県産　山武杉羽目板

神奈川県産　桧羽目板

東京多摩産　杉羽目板

設計図書特記事項（地産指定）
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